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芽を出してきているのではないかと思われる。こ

れは確かに，現場にそういう条件があると私は見

ている。そしてその“総合‘性”というような基本

的な本質についての確認の手がかりとするため

に，まずその問題を歴史的に辿って見ることにす

る。

(1)近代教育の革新大たい近代以前，すなわち

封建社会までの教育は，特権階級に占有されてお

り，国民教育というものがなかった。産業革命や

フランス革命の前後，すなわち当時の経済的・技

術的条件によって，教育は初めて特権階級以外の

一般庶民，働くものの子弟にひろがった。これが

教育の近代化，近代教育の変革である。言葉をか

えていえば，国民教育は近代とともに始まる。そ

してその国民教育の主軸は、その本質上，かつ社

会的性格として徒弟教育，貧民学校・職業学校

等，やがて現代になって他ならぬ技術家庭科･を形

づくるようになった手･仕事や農業を庶民の子弟に

教えることから発芽した。それを育てた指導者

は，ルソー，ペスタロッチ，ロバート・オーエン，

その他であり，それがアメリカに渡って多くの師

範学校の形をとるに至った。その歴史をクループ

スカヤが，その有娼な“国民教育と民主主義*”

で追求している。当然クループスカヤは，この袴

において革命後に発展したポリテフニズム(総合

技術教育）には未だ触れていない。しかしその内

技術教育課程(技術家庭科）

の総合』性(序説）

芸 邦雄岡

区

云
句

周知のように，ソ連では戦後まもなくから総合

技術教育（Polytechnism）という基本方針が国民

教育＊において確立され，実施されているので，
■◆●●●●●●●●●

すでに歴史もあり，“生産労働と学習との結合”

という簡単な内容規定で国際的にも通用してい

る。しかしこのポリテフニズムの訳語である“総

合技術教育”をその内容規定もろとも，現在の日

本で，いきなり，そのままで技術家庭科の教育に

使用することには大きな無理がある。すなわちこ

の思想・方式そのものはわれわれの実践と研究に

とって実に貴重な示唆であり，学びとるべき多く

のものがあるのだが，何といってもソ連と日本で

は社会体制がちがい歴史がちがい，教科構成もち

がうので，まず'慎重に，ポリテフニズムの内容を

分析し，それを日本の現場の段階に照して検討せ

ねばならない。そうでなくて，総合技術教育とい

う訳語そのままの言葉が，すでにそれが定着して

いるソ連で通用するからといって，その言葉がま

だ形も内容も定かでない日本でいきなり使うこと

はかなり重要な混乱を生じ，討論の後にも長く概

念のアイマイさを残すという心配がある。

そのことはわかっていても最近，とくに技術家

庭科の実践家の間に大へん漠然とした形ではある

が，教科の本質について“総合性”という意想が

陽

＊簡単にいえば，日本における初等教育・義務教育

（小・中学校）と考えて大過ない。



“細分化'１とかを強制して青少年の総合的な人格

と人権の形成を企業の利益のために情客赦もな

く，片端から粉食に踏み砕こうとしている。これ

に対抗してわれわれ現場教師のとるべき姿勢は，

果してどのようなものであろうか。

（２）“生産労働と学習との結合”の分析日本の

国民教育，ぼんらいはその典型ともなるべき技術

家庭教育の現状は前項に略述した通りである。す

なわち政治や経済は今や危険なまでに現代化して

いるのに，国民教育はまだ近代的改革さえ済まし

ていない。そして学校現場での教育は現代化のた

めに惨膳たる矛盾・分裂・細分化のために本質を

探究するどころか毎日当面する授業にすらそれに

堪えるだけの，間に合わせの拠点すら得られてい

ない。現場の授業が受けているこの困難が，教育

それ自身がもつ内部的のものでなく，全く外部的

な，それ自身矛盾にみちた政治的・社会的条件が

加えてくる打撃と圧力による，したがって本質的

なものとは何のかかわりもないものであることを

思えば，そこで誠実な教師の夢に入るものは，こ

の分裂と細分化に対抗する，なんかまだ漠然とし

たものではあるが，総合というようなものではな

いだろうか。

そしてその総合にこそ教師が現実的にも，理論

的にも求めている本質が見出されれるのではなか

ろうか，遠くソ連の教育体制を眺めれば，そこに

はポリテフニズムという方式が現実のものとして

定蒜している。しかしわれわれはその方式に飛び

つくにはあまりに遠い距離がある。ここにわれわ

れの教育の本質としての総合への孤独な探究が始

まる。さしあたりここではポリテフニズムの内客

を示す生産労伽と学習との給合を分解し，分析し

て見る。

（ｲ)生産労働私は前項において，日本の教育の

近代化は未だ経験されていないといったが，それ

は実質的な話で，もし文部省が憲法や教育基本法

、
一

や
ノ

３

率勝田昌二邦訳（岩波文庫)，初版（1917年）の書

かれたのは1915年であり，蕃者はその三版(1920年）

の序文において，その当時（十月革命以前)，本書

の表題を国民教育と労働階級としたかったのである

が，ツアー政府の検閲を慮って現在の表題にしたと

述べている。この事務的な言葉のなかにも国民教育

の基本的性格が示唆されている。

*＊“単一教科としての技術家庭科を雛成する試熟'’

（"男女共通の技術家庭科教育"，ｐ、205以下）

**＊こんど発表された，昭和48年度から実施という高

等学校学習指導要領（案）を見よ。

容は上述のようなもので，それらの学校教育が子

どもたちの生活に即して生産労働力と学習との結

合（総合）がいかなる経緯をへて実施されるに至

ったかの前提的段階を述べているのである。そし

てそこで18世紀末ないし19世紀初め以来の庶民教

育のなかで，またそれなればこそできたことでは

.あるが，肉体労働と学習との総合の芽が光ってい

るかが力づよく述べられている。これは教育の近

代化一一近代教育の変革の過程であって，十月革

命後，ソ連において定落したポリテフニズムの前

史に当るものである。

ひるがえって日本の教育はどうであったかを考

えると，私が最近の論稿＊において述べたよう

に，日本はまだ近代教育の変革，とくに“技術家

庭科'’の革新を済ましてはいないのである。とて

も技術教育の総合どころではない。すでにその経

済は商度成長の波にのり続け，その資本主義はと

っくに国家独占の段階に入り，政治や経済ととも

に教育をさえ大企業の思いのままに委されてい

る。すなわち権力体制は国民教育の対象である労

働者・農民その他の勤労階級の子弟の教育を新聞

の見出しじゃないが，“授業は機械で，人づくり

は先生で”という“コンピューター大明神方式”

をしいようとしている。それに符節を合わせて中

学校の“学習指導要領”では，“技術”と‘‘家庭”

とにパックリ二つ割りにし，それに重ねて男女別

学を強行し，高校では**教科の“多様化'’とか



の条項にまともに従いさえすれば，少くとも形式

の上では近‘代化したことになっている。したがっ

て現在の中学校の教育課程では技術科家庭科の教

授目的の一部としては，社会的に用いられる意味

での生産労働は位置づけられてはいない。この教

科は他の諸教科と全く同じく，子どもの肉体的お

よび精神的能力の全面的発達を目ざした普通一

般の教科の１つであり，しかも典型的な教科で

あり，ただその手段として技術(家庭生活や社会

生活からとった教材をふくむ)を教えるという特性を

もっているのである。そしてそこでは授業の中軸

に確かに労働が据置かれている。しかし，その労

働は授業（学習）の中心をなす労働であって，決

して実社会の中で大人によって行なわれてい

る，賃金引換の労働ではない（ここに子どもの生活

を大人の生活から峻別せねばならぬ大切な契機がある）

平ったくいえばこの労働はただの（日常語の)労仙

ではない。

第２に，世間普通の労１，１は必らずしも生産と結

びついているものばかりではない。たとえば今日

労働の業種別の中でかなり大きな比重を占めてい

るサービス労働の如きである。しかるに学習にお

ける労働は，それによって直接には何物も生産さ

れてはいないが，必らず(原則的に)生産と結びつ

いていなければならない，つまり例外なしに生産

的労働でなければならない。私は数年前からこの

労働に学習労働なる名を与えてただの労働と区別

しているが，まだひろい承認を得ていない。

（ﾛ)学習これについては別に説明を要しない。

し､１結合ここでの“結合”は，本当は‘､総合”

といった方が正しい。私は１つ１つの教材単元に

ついても，単元全体についても，ここでいう学習

労働と学習全‘体との結合が固定的な“結合”では

なくて，本当は一種の接合（Linkaye）であると

考え今までに何度か説明を加えた*。すなわちア

ナクロジカルに，学習労働(A)，知識⑧，および習

４

熟○の要素（回路）より成る学習過程全体がエっ

のcircuitを成すものであると考え，上の３つの，

要素（circui0が互いに結びついているのである

が，各々の過程がそれぞれ回転的あるいは往復的

に絶えず流動しているのであるから，その結びつ

きは，“結合'，ではなくて“接合'，（link）してい

るとし（いわばそれ自身可動な結合)，そういう意味

でそのcircuit全体の構造を総合的構成であると

表現したのである。

またも１つの総合様式が考えられる。それは１

つ１つの教材単元についての教育課程を単元の系

統‘性と教授過程の順次性との組合せと考え，そこ

に起る可能性と実現4性との弁証法的総合の様式

である。私はかつてその様式を図式的に説明し

た**。

以上ポリテフニズムの“生産労働と学習”との

結合という概念表示を，わが国の現状に即して一

おう分析（分解）したものをそのままわたくし流．

に，かつ形式的につなげてみると，学習労働と学一

習との総合となりひどく表現がアイマイになる。

そこで原の内容表示に文字の上で倣うことは諦ら

めるとともに，その概念内容をとって作り上げて
●●●■●●●●●●●

みると“学習労働中心の総合教育”となる。これ

ならば強いて原の表現を踏襲して，ソ連のポリテ

フニズムと混同され易い総合技術教育というよう

な表現を避けることが壷き，わが国の現状にも即

することができそうである。

(3)教科とその社会的接触面における総合ここ

で考えるべき重要な視点は技術科をめぐる社会環．

境との関連である。

われわれは，この矛屑と混乱だらけの現代の日

本の社会環境のただ中で技術を子どもの生活に即

＊たとえば“技術家庭科教育の創造"，ｐ、６５；“男．

女共通の技術家庭科教育"，ｐ、215。

*＊“技術家庭科教育の創造”（1968年)，ｐ，６３；“技

術教育''1969年２月号，Ｐ，５６以下。
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して教えているのである。今の日本の社会はどん

な状態にあるか，子どもたちは社会科･で教わるま

でもなく，その少年特有の敏感さで鋭く感知して

いる。われわれはそういう社会から孤立して，知

らん顔して技術を教えることができるであろう

か。空気や水の汚染・農薬・食品等による公害の

実例は，いま山積して，ゆうに独立の一教科を構

成するほどの教材量，とくに化学的教材量に達し

ている。文部省の指導要領は巧みにかような教材

をカリキュラムから外しているけれども，そうだ

からといって技術科･でそれを取上げないで済むこ

とであろうか。われわれはこの社会のなかで技術
●●●●●●●●●

を教えているのであるが，同時に技術を通して，

ウソをつかない実物の証拠によって，社会を教え

ているのである。“生産労働を通して人間形成へ，’

などとアッサリいわないで下さい。その形成すべ

き人間(子どもたち）はこの社会という，おつそろ

しいスモッグの中で生き，育っているのである。

そのスモッグを突破しなければ，その社会の中の

子どもたちに澄んだ青空をのぞかせることができ

なければ，われわれの教える技術は子どもたちの

身につかないのである。技術を教え'，子どもたち

が未分化のままで埋もれている生活と社会を教え

るためには，．何としてもわれわれの教科と社会の

接触面とを総合し，社会′性のある，生きた技術を

教えなければならない。そこで初めて“全面発達

尋’も‘層人間形成”も期待できるのである。

(4)技術教育の総合‘性われわれの任務である教

科の研究と実践は，まず(1)単元教材個々について

の実践的研究に始まる。この仕事は授業の計画と

準備とを伴なうもので，現場の実'情としてはこれ

を遂行するだけでも精一杯。しかしこの段階は教

育過程全体の中心と，基本をなすものである。（２）

でも′仕事は続く。そこで次に，その教材配列の系

統性，(3)その各々についての教授過程の順次性，

(4)単元体系一カリキュラムの適正な，総合的な

垂

グ

、
望

５

:i：以上に列記した(1)から(9)までのそれの体系を成す

系列をヨコにつなぐことは，次の機会に試み‘たい。

編成と構成と順次に段階が進み，(5)ふたたび各単

元毎の教育課程における系統‘性と順次性との弁証

法的統一(総合)，(6)各教育課程におけるcircuit

構造(学習労働・知識および習熟の複合的循環回路)の

考察，(7)各circuitの重なりとしての教科全体の

構築，(8)教科と社会環境との接触，その相互惨透

的関連，(9)最後に教育全体の目的および本質につ

いての考察を以って一おう完結する。だが，それ

はおそらく何年かかっても完結しない完結であろ

う＊。

以上，技術家庭科教育課程の基本である現場実

践(1)からその教育の本質的考察(9)iに至るまで，次

第に段階を踏んで考え進めてみるならば，各行程

段階のスケールと範囲の拡大・上昇とともに，あ

るいはcircuit構成におけるlink的接合，あるい

は教育課程における系統性と順次性のそれぞれの

可能'性と現実‘性との弁証法的総合というふうに，

その行程の内容・‘性格はちがっても，いずれも何

らかの意味・‘性格・程度において，すべて総合,性

をもっているという点で共通なることが注意され

る。これは，たとえば(6)のcircuit構成の段階に

おいて見るように，その１つの段階の内部におい

て，学習労伽・知識・習熟のセクションが総合的

構成をもつ流動的・過程的運動にあることの当然

の結果であり，この各段階についての実践的活動

・論理的思考を続けてきている現場教師が，さき

に述べたように〆何か漠然とではあるが自分たち

の取組みの現実的・具体的経験のなかで到るとこ

ろでぶつかる総合性を感じとり，ソ連におけるポ

リテフニズムの生産労働と学習との結合という内

容表現に接すれば，ソ連と日本との教育の歴史や

社会条件の著しい隔たりを飛びこしても直ちに総

合技術教育という如き未知の方式を性急に採用

し，探求しようとする動きともなることは，教育



日本の未来をになう子どもを育てるために，技術教

育の民主的な前進をねがい，技術教育の研究・実践に

たずさわっているみなさん。小・中・高校の学習指導

要領が改訂されるなかで，私たちは，技術教育の進路

をみきわめるため，今年は，こけしのふるさと鳴子で

第３回大会を開きます。日頃の研究と実践をもちよっ

て，みのり豊かな展望をひらきたいと思います。技術

教育に関係する教師，研究者，父母，学生のみなさん

が多数参加されることを期待します。

壊する他ないであろう。

しかるにわれわれ現場教師が身をもって実践．

し，経験を重ねてきたように，文部省の学習指導

要領なるものは，その便宜的で，目さきのことし

か考えない不合理な，非総合性，したがって教育

全体の総合性を片っ端から粉砕しているのであ

る。しかしこの教育行政上の行為は，法律的にだ

け考えても明らかに憲法および教育基本法に対す

る違反である。したがって現場にあると否とを問．

わず、日本の教育者は，私がここに略述した教科

の総合'性とともに，日本の法律によって，当然そ

の違反者自らの教科の総合性が粉砕からまもられ

るべきはずのものと私は確信する。そしてこの姿．

勢は私にとって，まさに教育課程編成の論理につ

ながるものである。

ゴ啄一

屍

実践報告と討議「腰かけのデザイン」「トラン

ジスタを授業にとりいれる」「製図学

習の系統的指導」「技術史の授業」「蒸

気機関から内燃機関へ」「馬力とその

測定」「趣動機の歴史」など

公開授業一一第２日午前中，鳴子中学校にて

「熱磯関の原理」

識座一技術科の題材と教材について

研究協力者原正敏(東京大学)，佐藤裕二(秋田

大学)，佐々木享(専修大学）

宿泊饗１泊３食1700円

参加謎700円（『大会集録』の代金を含む）

申込先

（〒983）仙台市原ノ町小田原字高松上17のｌ

菅野岱士雄

申込方法一予約金lOOO円をそえて７月25日まで

に，住所・氏端・勤務先・報告希望の

有無を記して上記申込先へ。

６

技術教育研究会・第３回全国大会へのおさそい

者としてまことに当然のことといわねばならな

い。われわれはこれからの日本の教育，とくに国

民教育，なかんづく技術家庭科教育の基本活動の

なかで，教材研究の実践や教科編成の取組みのな

かにすでに漠然と感じとられている教科の総合性

が一そう具体的に，一そう明瞭に把握され，認識

されるようになることを期待する。

教育課程は，上の(1)から(9)に至るまで，いずれ

も総合’性によって貫かれていることをわれわれは

見た。そしてこの本質的な総合性は，ｌｉｎｋ的な段

階であれ，弁証法的な段階であれ，それらの教育

課程がほんらい流動的・過程的であればこそ可能

なのである。したがってこれらの諸段階にある課

程を全部重ね合わせ，組み合わせた教育全体もま

た流動的・過程的であらねばならない。われわれ

の教育がもしこの総合性を失ったならばそれは崩

｢:リ

’技術教育研究会・第３回全国大会要綱

1．テーマ国民のための技術教育の創造

一内容豊かな授業の創造－

２．期日８月７，８，９日

3．会場宮城県玉造郡鳴子町鳴子小学佼

（東北線小牛田のりかえ，陸羽東線鳴子

下車）

4．内容
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１．つくる機械学習のはじまりと発展

つくる機械学習は〆作ることによって機械を学ぷとい

う意味と，創造的能力を育てる意味の創る機械学習の２

つを含めて考えている。

産教連の研究経過をみると，機械学習イコール自転車

学習からの脱皮のなかから，つくる機械学習が生まれて

きた。あるいは，機械学習と加工学習の結合を考える過

程で「作る」または「創る｣，「しくむ」などの磯械学習

が生まれてきた。

産教連名古屋大会（1963年）において，木村政夫氏は

機械学習と加工学習の結合を図った実践を報告された。

これは当時他に例をみない創意的研究と実践であった。

⑮

⑯
⑦

号

～

②

ロ

函函函

|Ⅲ|Ⅲ

これに刺激され，村田昭治氏も同じ方向をねらう実践を

はじめられた。同氏はまた，夏休みの生徒の課題とし

て，機構をもったものを自由製作させることを実践され

た。佐藤禎一氏も，同じように加工学習と機械学習を結

合したものとして，一定の作業目的を果す機械模型，あ

るいは，機構をもったおもちゃの製作を取り入れた学習

を氏独得のものとして創造された。池上正道氏もボール

紙を使って，ミシンの機構などを生徒各人に作らせ，機

械と機椛をしっかりつかみとらせる学習を実践されてい

る。わたくしも自分のことを振りかえってみると，１９６２

年ミシンの部品を使って，各種の機構をグループごとに

板上に組み立て，断機械と機構の基本を理解させる学習を
はじめてみた。これは途中転勤などもあって，必ずしも

③

の（罰

２】

rT，

1１

脳脳

図１機溝模型

７



組み立てといっても格

別むつかしい部分はない。

板カムとクランク軸の結

合は図３のように，ハン

ダ結合にする。

部品の取り付け寸法は，

有効な発展をもって今日に至ってはいない。その点，木

村，村田，池上，佐藤ら各氏の実践は，加工学習や機械

学習に新しい方向を打ちだし，多くの成果を生みだして

きた。

こうした諸氏の努力やこれを認める全国の仲間によっ

て，しだいにつくることによって学ぶ機械学習の方向

が，学習方式の有効な１つのタイプとして共通理解のも

てるものにまで高まってきた。

機械学習において，カム，リンクなどについて，図や

文字で学んだり，ミシンなどでその実例を学んだとして

も，必ずしも機械と機織，あるいは，目的の遂行と機構

をしくむといった機械に関する基本面の能力をじゅうぶ

ん育てることができない。基礎学習とともに，それらを

よりたしかなものにするための学習を編成することが必

＝ ー

要である。これをねらうものがつくる機械学習である。

戸.』

８

２．具体的教材の研究

つくる機械学習として，子どもたちに具体的にどのよ

うな教材に取り組ませたらよいか。これについてわたく

しの実践例を昨年の広島大会で発表した。その詳細につ

いては昨年の本誌１１．１２月号に機械の自主編成教科書の

形で発表した。

今年度は，その改良型として２つのものを試作検討し

てみた。以下それを紹介しみなさんの創意的研究の参考

に供したい。

部品の取り付け寸法は，図３板カムとクランク

示してないが，まずクラ 軸の結合

ンク軸を軸受に通し，図１に示すような．位置に刺I受を木

ねじで固定する。つぎに，カム機構，スライダクランク

７機榊どちらを先にしてもよいが，もっとも具合よく運動

する位置をえらんで組み立てる。スライダとクランク軸

問を結ぶ連接棒は，トタン板であるため，必ずしもペン

チなどを使用しなくとも，手だけで曲げることができ

る。

部品加工から組み立てまで５～６時間あればじゅうぶ

ん完成させることができる。教師の場合であれば，１～

1.5時間もあれば，じゅうぶん完成させることができる。

（４）組み立て後の学習

完成したならば，それをもとに，つぎのような学習を

取り上げることができる。

①すれ合い部分に潤滑油をさし，注油まえと比較して，

どのような違いがおきるかをたしかめてみる。

②てこの揺勤角度，および，スライダの行程寸法を測定

してみる。

③上記の角度や寸法を大きくしたり，小さくするには，

どの部分の寸法をどのように変えたらよいか考えてみ

る。

④てこやスライダの運動を使ったら，どのような仕車を

させる機械ができるか考えてみる。

⑤ボール紙，トタン板，針金などで必要部品を作り，て

－その１－

図ｌ(前ページ参照)に示したものがその１つである。

これは産教連東京サークルで，男女共学の機械学習用自

主教科書に取り入れたものである。昨年度わたくしが実

践した:機構模型は，部品加工が複雑であり，時間数も１３

時間ほどかかるので，もっと単純化したものが図１に示

したものである。

この機械摸型の製作で機構学習のすべてをおこなおう

とするものではない。基本的学習をすませたあとで，基

本学習の再確認と発展学習として，創意的能力の育成や

機械についての総合学習を，つくることを通して体で学

ばせようとするものである。

（１）材料

つぎの表は，図１に関する材料を示したものである。

（２）部品の製作

部品細部寸法と加工の概要を示したものが図２（次ペ

ージ）である。

（３）組み立て

部品
瀞号

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
③
⑨
⑩
⑪
⑬

iiiの’

|品名
台

クランク軸
受

軸止め

クランク軸

板カム

て こ

てこ刺Ｉ

てこ軸受

スライダ

スライダ受
け

連接棒

止めねじ

紙やすり，ハンダ，ハンダ溶剤……少量

材料｜寸法(m､）
木

軟鋼板

ピニルチニープ

針 金

卜タン板

トタソ板

小ねじ・ナット

軟鎚板

針金

トタン板

トタン板

木ねじ

１５×100×200

1×１０×500

長さ5

1.2‘長さ110

26’の円板

１０×１００

小ねじ2'長さ５

１×10×4０

1.2’長さ120

40×５０

１０×６０

長さ1０

‘個数

１

１
２
２
１
１
１
各
１
１
１
１
４
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⑤板カム③軸止め①台……(図省略）

②クランク軸受

⑨
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図４てことスライダの運動を使って

仕事をさせる例

こやスライダに取り付け，一定の運動をくりかえすお

もちゃ，あるいは，一定の作業をはたす機械模型をつ

くってみる。などの学習を取り上げることができる。

図４は⑤に関する１例を示したものである。針金とト

タン板を使って，④⑧のような部品をつくり，これをセ

ロテープで図のようにてことスライダに結合する。てこ

が最低の位置にきたとき，手で消しゴムなどを⑧上に乗

せる。これがてこの運動で持ち上げられたあと，スライ

ダに取り付けた＠のかぎによって，⑧上から押し出され

る。この場合，てこのスライダの運動のタイミングがそ

の目的に合うように調整されていないと，目的をはたす

ことができない。クランク軸とカムの位置関係を調盤す

ることが必要になる。クランク軸の．の字形部分と板カ

ムを左右の手でそれぞれ持ち，ねじれば運動のタイミン

グ関，係を目的に合うように調整することができる。

〆

(1２!Ⅱ

①顔恢②目板カイド③まゆレバー④沈動カム
、目仮⑥耳⑦町ロッド③I|板レバー⑨問走
用角材⑩台、てこ⑫ハンドル⑬軸受⑭カ
ム軸⑮随カム⑯クランクピン⑰クランクロッド

図６裏面の機織図

－その２－

つくる機械学習のもう１つの教材として試作したもの

が図５である。これは機緋をもった１種のおもちゃでま

ゆ，目，耳が図中の矢印のように動くものである。ここ

では，サルの顔になっているが，これはその他の動物や

人間の顔など，いろいろなものを考えることができる。

あるいは運動部分をふやし，蝉，１１などを動かすように

することも可能である。しかしあまり高度にすると，設

計や製作がようし,でなくなることはいうまでもない。そ

こで，まゆ，目，耳の３つだけが動くようにした。

（１）機構

図６が裏面の機構を示したものである。ハンドルを回

すと板カムが回転する。このカムにてこを組み合わせ，

てこの揺動運動を使って，耳を動かす。この部分は，カ

ムと両てこ機構を組み合わせたものになっている。目を

動かす:機構は，板カムの側面にクランクピン（小ねじ）

を取り付け，てこクランク機椛をつくり，てこの揺動を

使って，黒目をかいた板を左右にスライドさせるしくみ

になっている。また，まゆを動かす機構は，目の板の運

動を使い，三角形の直動カムでまゆに固定されたレバー

ミ
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図５機溝おもちゃ

（まゆ，目，耳が動くサル）
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〔目板のしくみ〕

切断し，かんなで削るなどでできるような形を設．

けさしこむ計した方がよいといえる。

ﾚパー(識）耳の形なども,長方形や三角形などで，その角
をサンドペーパで丸く仕上げる程度にした方が加

（ベニヤ）工時間が短縮できる。

一蕃間題になる点は各機構部分の寸法関'係である。

耳を動かす機構を線図で示すと，図９のようになる。

耳が揺動運動をおこす角度は，カムの大きさ，および，

軸の取り付け寸法（ＡＢ）により，基本的に左右され

る。また同一寸法のカムでも，てこの長さや，支点の位

３‘小わじ

(Ⅱクラ

ド（ベニヤ

(ベニヤ）

レバー

用剥Iくぎ

１１の ノ

ぎ止め（細くぎ）

⑭カム軸

ナットじめ

侭を決める寸法（L1L2）のとりかたにより，あるいはＬ３

の寸法のとりかたにより，耳の動きが変わってくる。

これらは紙の上で作図して，揺動角や部品の寸法を決め

てゆけばよい。その場合耳の運動角度をまず決め，つぎ

にその運動をおこしてくれるようにＬ関係やＡＢの寸法

‘せん雛削I】

為

上切りする

晦金 えのぐなどで濫色四ク
（

拾
ハ

図７部分詳細図

を動かすようはなっている。

（２）製作

図７は製作に関する部分詳細図を示したものである。

間ｌに示したものと違って，せん盤加工やねじ切り作業

を加え，加工学習の要素も加味されている。

材料は，図７にも記入してあるが，主なものは，ベニ

ヤ板（ｔ６)，軟鋼板（ｔｌ)，軟鋼丸棒（6の，台板（t

l3ラワン)，針金（1.21)，細くぎ，小ねじ，ナット，木

ねじ，座金などである。

（３） 設計

細部寸法の説明図は省略しますが，設計上の韮本点に

ついて，少し説明を加えておきたい。

顔面の外形寸法は，図５に示してあるが160×220で試

作した。顔と首，肩を含めた形になっているが工作を簡

単にするため，顔だけでもかまわない。また糸のこ盤で

カーブを切断するのも，経験の少ない子どもたちにとつ

岡定子，卜

の
こ
ぎ
り
切
断
か
ん
な
削
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〔まゆを動かすしくみ〕て，時間がかかるので，図８のように，手のこで
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目の穴あけは○▽ロなどいろいろな

形が考えられる

図８顔の形と加工法
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図１０目板を動かす機構

を決めてくるのがよい。

同じように，目を動かす機構については，顔板にあけ

られている目の穴の中心距離をもとに，黒目がどれだけ

左右に運動したらよい力創の寸法を決める。その動きがで

るように，図10のＬＩＬ２の寸法やカム軸に対するクラン

クピンの位腫（Ａ）を作図によって求めればよい。

まゆを動かす機椛についても，同じように作図して揺

駒
日教組「高校学習指導要領」批判

日教組は，新しい高校学習指導要領案に対し次のよう

.な見解を発表した。

ﾕ．今回の学習指灘要領案は，1966年に中教審が答I|Iし

た「後期中等教育の拡充整備について」の主要な柱で

あった「高校の差別的再編成」と「期待される人間像」

を教育内容に定蒋させようとするものに他ならない。

２．すなわち，商校の差別的再編成を一段と強めるため

総則の中で商業科などの「多様化」を規定し，「初級

英語」「数学一般」など低度の科目を新設し，必修を

削減することとあいまって，教育内容面から｢多様化」

を促進しようとしている。こうした高校の差別的再編

成は，定時制に対する差別が示すように，そこを卒業

する青年の差別につらなるものである。

:３．また，人間らしさと切りはなされた女らしさを強調

する家庭科を女子に必修とし，その裏づけとして男子

に柔，剣道，相撲を強要している。社会における差別

の強化が，つねに男女差別を拡大したように，いまま

た男女差別が強化されようとしている。

4．各教科や課外活動の目標から,｢民主々 義の諸原則を

７２

b

動角度に合った三角形の直動カムの寸法を決めればよ

い。その場合，左右のカムは同寸法のものでよいが，取

り付けるとき，左側は右側よりやや急斜面になるように

しないと，左右のまゆが同じように運動しないので注意

が必要である。カムを細くぎ１本で止め，自由に角度を

変えられるようにしておけば，容易に調整することがで

きる。

あとがき

つくる機械学習の参考例を紹介してみた。これに類す

る先生方の研究や実践がありましたら，ぜひ本誌に発表

してください。

また，先の内容について，問い合わせがある場合は，

右記へご連絡ください。（日野市上田５８９小池一情）

※機械の自主編集教科書については，今年の夏の

大会で紹介したいと考えております。６月上旬印

刷，製本が完成の予定です。ご希望の方には郵送

もいたしますので，上記小池までご連絡くださ

い。

（東京・八王子市立第２中学校）

人間生活に実現しようとする態度」「自主性を育てる」

などが削除され，遂に道徳教育の項に｢責任｣がつけ加

えられ強調されたり歴史がいっそう生産，労働とかけ

はなれた文化史に傾き,さらには総則で，「教育基本法

８条による政治教育を行なう」記述を削除するなどが

示すように，主権者として悲法上の権利を正しく行使

できる基礎を学校教育のなかから抹消しようとしてい

る。

５．さらには，生徒会活動の目標にあった「集団生活に

積極的に参加し行動する」の削除にみられるように，

民主女義を体得する場である課外活動一切を評帆価の対

象にすることによって統制を強化し，道徳化された教

科，なかでも倫理，社会の実習の場にしている。

6．総じて，小・中の改正を継承し，憲法・教育基本法

にそむき，人間の全而発達の場に「能力主義」をもち

こみ，教育を「教化」とし思想統制の道具にしようと

するきわめて反国民的・反教育的なものである。われ

われは働く国民・父母・青年と深く手をつなぎ，この

ような指導要領を批判し，民主的高校教育の創造につ

とめるものである。

〆
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一

食物教育(家庭科の学習)を通しての

｢体力作り

まえがき

近年日本の栄養水準は，戦前にくらべて格段によくな

り，その結果成長期の中学生の身長，体重など体位の向

上は目を見張るほどである。ところが体格は向上したの

に体力がそれにともなっていないことが問題にされてい

る。中学生の体力テストの結果で，或種のものは，戦前

より劣っていることなどから，いま全国的に体力作りが

展開されているわけである。

すぐれた体力は，すぐれた体格から，より高く生まれ

るがそれだけでは達成されない。このためには適正な鍛

練が必要であるとして，私の学校では，サーキットトレ

ーニングによる鍛練の効果をあげて体力を向上させよう

と，昭和43年度から２ヶ年にわたり実践研究をした。

「望ましい中学生の体力作り」というのが，本校に依

託研究として，市教委から課せられたテーマであった。

このテーマを，どのような角度から研究をしてもよい

わけであったが，創立15年目になる本校は，市内，郡下

にも他に追随をゆるさないほど陸上競技にすぐれた実績

をあげ，静岡県下にも「陸上競技の大村中」で知られ，

グランドも中学校には珍らしいほど整備されているなど

体育学校の名があるほどであったので，この研究も焦点

を体育部に絞り，全教員が一斉に協力して当るが，サー

キットトレーニングを通しての望ましい中学生の体力づ

くり，という研究になった。全教科を通しては無理でも

この研究の一蕊として，体力づくりに直接関係ある栄養

についての指導がぜひ必要であるとわたくしは考えた。

たくましい体力をつくるのに，鍛練も必要であろうが

体格・体力ともに，栄養とは切りはなして考えることは

できない。健康の基礎ともいえるのである。

世界的にも「健康作り」「体力づくり」が重要な課題

の１つになっているが，日本の場合，栄養・運動・根性

の３本の柱で体力づくりに取り組むことが望まれてい

る。要するに栄養と運動のバランスのとれた生活を送る

村 一 野 け い

ことが必要とされているのである。

静岡県は，他府県にくらべて，気侯・地勢・産業に恵

まれ，県民所得や貯蓄性向上が上位とされていながら，

学童・生徒の体位・体力が劣圃位にあることが問題にな

り，体位，体力向上が重視され，県の施策にとりあげら

れ，これについての研究委只会が組織されて２年がかり

で，体位の低いこと，体力の低いことの原因究明と，問

題解決のための具体的方策を検討したのである。そして

このため，次のようなことが行なわれた。

。体位・体力向上対策のための栄養摂取基本調査

Ａ食生活の実態と意識の把握

Ｂ家計が児童への生活配分額，饗目間の配分関係の

分析

Ｃ家族成員個有人の栄養摂取の状況

Ｄ体位計測値の既往への追跡

Ｅ・母子保健環境因子との関連

昭和43年度に行なわれたこの調査に，本校も，県下の

中部地区中の住宅地区の抽出校として，盗料を提出する

ことになった。たまたま，研究を依託されたときでもあ

り，この調査の結果，学区の状態がわかれば，それは体

,位，体力向上の対策としての問題把握に生かされるだろ

うと，その研究結果の発表を待望したのであった。

けれどこの県の調査は，膨大で，科学的綿密なもので，

中央の研究組織との関連もありそう簡単に結論も出ない

まま（44年の10月になった｡）本校の研究は進められて

いくので，簡略ながら，本校独自で，生徒の食物調べを

することとしたのである。そしてやがて県の調査結果の

発表と対応して，実態について知り考察したいと思った

のである。

１．本校生徒の体格と体位体力についての意識

昭和43年度の大村中学校生徒の体格を，同じ年度の県

と，全国平均とくらべてみると，表１でみる通り，平均

して背が高く，胸囲もあるが，体重は軽く，座高が低い

1３
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そのように変化してきたというまでには至らない。意識

とトレーニングだけで体格は作られるものではない。体

力について生徒たちは，トレーニングによって向上する

と考えているが，食物がその向上に大切な条件であると

の認識はやや欠けていると思えた。また食物の好き嫌い

について38％の生徒は，偏食について気にしない。つま

り嫌いなものをなくそうと努力したりしないようすがう

かがえた。栄養の正しい認識をさせるためにも食事内容

が鐘的に，また食べかたの面で適当であるかどうかを知

る必要があると考えた。

以上の理由から，生徒に自分たちの食べ物を診断させ

るため，食事調査をすることを計価したのである。

２．本校生徒の食生活の実態

イ．調査の方法

家庭科では各学年で食物の学習をするが，１年生が

「青少年期の食物」を学ぶので，１学期に，「日常の食

物調理」を学習した:後のまとめと，家庭生活への活用・

実践化を兼ね，食物しらべ，をすることとした。夏休み

のある連続３日間を食事記録するように１年女子全員に

課題として出した。１年生は，活動が盛んで，発育期の

自分の健康なからだと，よりよい体力を作るために，何

をどれだけ，どのようにして食べるのがよいかを学習し

たので，次の注意によって食事の記録をした。

ロ食聯記録のし方

（１）311間，毎Ｈ食べた食品を群別に数量を記録して

１日ごと集計し，１２～14才女子の雅準技との差を出して

３日間の平均あたりの群別摂取雄をしらべる。

（２）できるだけ献立を考えるとき自分も加わり，食事

の準備，材料の用意や調理の手伝いをする。

（３）材料は作るまえにできるだけ計るが，計れないも

のや，作ってあるものは，使った並，またはかさを記録

しておき，かさを材料の分量に換算する。（食品のかさ

と曇の標準例を学習した）（料理のでき上がりＦ１分趣か

ら材料の戯を換算する例をも学習しておいた｡）

（３）３日間で，なるべく基準戯に近づけるように献立

をたてるとき調節をする。

（４）食郡記録をしたまとめの結果について反省し，考

察をする。

以上のように食品の種類別の摂取状況は夏の３日間の

限られたときの調査の結果ではあっがその集計結果１人

１日あたりのとり方は季節・日数にかかわらず，またど

の学年男女についても一般的な摂取の状態であろうと推

察できる。また本県の調査結果の報告内容とほぼ同じ傾

向であったのである｡
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のは足長ということにもなる。都市的，標準型ではある

が，やや長身型でがっちり型とはいえない。

研究に当って，生徒の意識調査をしたその第１回では

89％の生徒は身畏の伸びることを望んでいるが，体重の

増加は48％が望んでいなかった。そしてその意識のよう

な体型である。然し10ケ月程経過してのち，体育,保健，

家庭科などの而での指導も加わっての為か，この考え方

が変って，体重のふえることを気にしなくなった生徒が

24.3％も増し，スマートさに目を向けていた70％以上の

生徒が50％にへってきた。体格に対する正しい理解が生

徒の間に生まれてきたのである。しかし体格が具体的に
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表１４３年度本校生徒の体格と全国，県平均との比較

全国との差十多い一少な1,、
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県の報告書内容から食生活の実態のみ取り出してみる

と次の諸点があげられる。

・県全体として，栄養摂取状況のアンバランスが目立

つ

・中部農村と西部挫村の劣位地|童の摂取状態がわるく

摂取量の世帯間のバラツキも大きい。

・県全体として緑黄色野菜の摂取が低く，西部は肉類

の摂取が著しく低い。このために

，県全体で，ビタミン類とくにＶＡとＶＣ，カルシウ

ムの摂取の低さと中西農村地区の動物性たんぱく質

源の著しい低さが目立つ

摂取状態の中の，第４項にあげた野菜類のとり方の不

足が本校生徒の食事調査においてもっとも目立った点と

一致する。これを県調査の本地区，中部住宅市街地と比

較してみる。（表６参照）

中住市の緑黄色野菜の摂取蝋（29.19）は，他地区に

くらべてもっとも低く，全国平均の摂取承(45.79)にく

らべても著しく低く64～80％である。（表４参照）

３．本校の生徒の食品群別摂取状況とその考察

（表２参照）（昭和45年目標数量を基準量とし

て100とした場合の％である）

（１）穀類（108％）

１人１日平均85ｇ多く半数の者がとっている。％の者

(ま少なくとっている。とくに米飯を１日の必要熱鐙の９

割もとっている生徒のあったのは問題であり，麺，パン

食のとき剛食のとり方が少ないことが目立った。うどん

やそうめんなど汁の味でおいしく食べられるところから

ねぎのやくみ程度で食事をとることになる。１食ごとバ

ランスのあるとり方をするようにさせたい。

（２）いも類（60％）

さつまいも，里いものまだ出回らない夏の調査でもあ

ったが，もう少し多くとらせたい。さつまいもには，ビ

タミン類も，カルシウムも含まれている。

（３）さとう（61％）

煮物の少ない季節のことでもあったが，一般に料理手

法も，妙める，揚げるなどのほうが好まれる。最近は，

さとうの使用が少ない。材料とともに洋風化してきてい

る。しかしチョコレートやその他砂糖過剰の間食も食べ

また既製のおかず，つくだになどさとうが必要以上入っ

ているものが多いのでこの調査にあらわれたさとうの使

用鐘は気にしなくてもよいと思う。

（４）油脂類（139％）

油の使用料は基準より上回っていてこの傾向はよい．

県の調査結果によっても，本地区は14.99で他地区より

多く，全国平均の摂取量10.8ｇよりも多くとっている。

基準より少なくとっていた者（４割）も，もう１さじ
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以上をまとめると，とくに，動物‘性たんぱく質源と牛

乳，小魚海草類をもう少し多くとり，豆類の利用も，み

そ，とうふ等の上手な利用により増加させ，野菜類を十

分にとるようにしなければならないといえる。

日本人全体としても野菜のとり方が不足しているが生

野菜をもっと利用する調理のくふうを指導する必要があ

る。

くだものも四季にわたって十分利用させたい。

表３好き嫌いの比較

と肉が１．２位を占めている。１年の第３位は魚と野

菜，２．３年は卵と魚というように中学生として大切

なビタミン源及び動物性たんぱく質源を含む食品が

上位になっているが，肉が33％，卵魚は13％ていど

で，野菜は11％が好きと答えているものの反面嫌い

なものの筆頭にビタミンＡ源である緑黄色野菜の，

ピーマン，にんじんが好きな人数の％よりも多い率

であげられている。ピーマンやにんじんはくせのあ

るにおいを嫌うものであるが，どちらもカロチン源

としてすぐれているし，調理のくふうで食べなれさ

せたい。玉ねぎも次いで嫌っているが，調理の味を

引立てるビタミン源として，キャベツ，トマトなど

とも大いに利用したい。野菜を好きと答えているも

のの中でも，ピーマンやにんじんは嫌いなものにあ

げているものがあった。

(2)動物性たん白質源としての肉をとくに女子が59人

も嫌っているのは問題である。男はそれに引かえて

嫌うものは14人好きと答えているものは101人もい

４．本校生徒の食物の好き嫌いの実態とその考察

全校生徒510箱に食物の好き嫌いが有るか無いか，も

しあるもの，特に好きと嫌いなものを２つまであげるア

ンケートを求めその回答者（90％）について答えた数の

多いものから順に５位までをとり出してみると表３のよ

うになる。

（１）好きな食べものは，各学年男女ともにくだもの類

(５９)だけとればよい量であった。

（５）豆類とその加工品（72％）

夏はみそ汁をよろこばないためもあり，また家の習仙

で，毎日はみそ汁を作らないという家が多くみられた。

約苑位は時々作るという。豆類の使用も少なく，煮豆な

ど家で乾物から煮るという家は少なくなっている。調理

に時間をかけている暇がないということも問題である。

大豆製品のみそやとうふは，日本の特長ある植物性たん

白質源としてすぐれた食品である。祖先の生活の知恵の

所産であるこれらの食品をもっと利用したい。

みそ汁は野菜の利用にも便利で簡単に調理できる。み

そ汁を作らない家の朝食では副食の食品の種類と並が少

なかった。みそ汁は４季に変化，応用して栄養的に食べ

られるので毎日とるとよい。

（６）魚・肉・卵（79％）

２００９の必要蛍に対して，８割の者は65ｇ少なくとっ

ている。発育期に欠くことができない動物性たん白質源

であるからぜひ必要鑓をとるようにしたい。別に調査し

た食物の好き嫌いで，肉類を１６％の者が嫌い，とくに女

子生徒が35％も嫌いというのは問題である。魚や卵など

で摂取すればよいが，その魚や加工品も嫌う生徒もいる

のでこの点は調理のくふうとともに，偏食をなおしたい

ところである。

（７）牛乳。小魚・海草類（75％）

必要量の半分少ない。学校給食で牛乳を飲むときは必

要量が確保できるがカルシウム源として小魚，海草類を

もっと利用したい。

（８）緑黄色野菜（55％）

８割の者が60ｇ少なくとっている。ピーマンやにんじ

んを嫌いの食品の錐頭に答えている本校生徒は，本県の

調査での傾向と同じくビタミンＡ源に不足する心配があ

る。ほうれん草やパセリ，青菜類，かぼちゃ，いんげん，

などを代りに食べればよいが，有色野菜を絶えず調理に

とり入れる注意をしたい。

（９）淡色野菜，くだもの（49％）

調理人員全体に不足の目立ったのはビタミンＣ源の野

菜類であった。活勤雛りの中学生の骨歯の成長の助けの

為にも半分もとり足りないことでは，望ましい体力が作

れない。

］Lどきに食べても体内に貯蔵できないので毎日欠かさ

ずにとりたい。いちご，みかんなどのくだものでも補う

ことにしたいものである。本地区は県調査報告によると

55％の世帯が生野菜を時点しか食べていないし，５％は

ほとんどとっていないとある。

１６

好きな食べもの，男女

合計

(人数）（％）

１．

2．

くだもの

肉

(154人）

(154人）

'33％

33％

嫌いな食べもの，男女

合計

(人数）（％）

１．

２．

ピ ー マ ン

肉
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|(73人)'16％
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4．

卵
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唾
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植

る。女子は好きのものが53人で嫌うものより少な

い。卵を女子は35人が好きで男子は25人が好きと答

えている。肉を好まないものが卵や魚が好きであれ

ば，これでたん白質をとればよいが必ずしもそうで

はない。

(3)好き，嫌いを２つだけあげたので，この中にはで

てこないがハム，ソーセージは割合好んで食べるよ

うで，これを肉魚を嫌うものは利用すればよいが，

それにしても肉を用いる料理が多いので，肉を嫌う

偏食は改めさせたい。

(4)野菜を11％が好きといっているのに，食物摂取の

状態からは，この野菜類が量的に半分も足りなかっ

た。これは野菜の利用のし方，調理のくふうの足り

ないことや価格のことも影響していると思える。

大根１本40～50円，キユーリ１本25円～30円もし

てにんじん小１本30～40円では淡色野菜１人２５０９

緑黄色やさいlOOgと合計して350ｇとるには経済的

にも困難なことになる。さいわい，くだもの類は男

女とも好むので，くだもの生産に恵まれている当地

区では四季に大いにビタミンの補いに食べるように

させたい。

４６５人のうち，嫌うものの多い食品５種だけをあ

げてみたので，実際の嫌いという食品数はもっと多

いのである。もっとも，嫌いでも食べようとしてい

る生徒があるので，調理のくふうと，とり合わせに

より食べる生徒は多くなると思う。

(5)「栄養的に物を食べる方向」へ指導していく必要

がある。

食生活改善をはばむ原因に家族の好みが大きく影

響していると，県の調査報告の中にもあった。そし

てその率は本地区が大きかったので，ぜひこの好き

三

､

表４食品群別摂取量（県調査より〕 単,位９

嫌いの状態を望ましい方向へなおしていきたいもの

である。

・県の調査報告にもあったことだが，本県は，意識

調査の上では献立条件に栄養本位をあげている率

が高い。そして改善意欲も大きいのに，矛盾した

食物摂取状況がみられる。それは意識意欲が先立

って，台所へ具体的行動の実現化までに至らな

い。その理由は栄養ということばの不消化や経済

的理由もあろうし，調理に時間をかけていられな

い，ということも考えられる。また改善したくて

も家族の好みに左右されて，嫌うものは作らなく

なる，ということもあろう。好きな肉，魚，野菜

類などをその遼的バランスも適当に，しかも変化

をつけて食事にもりこむことは，家族への愛情だ

けではできない。やはり食生活の意義を正しく知

り，正しい食物摂取のし方，望ましい食事のパタ

ーンを原則として知っていなければならない。そ

して経済的な食物費の配分額への適当なきめ方も

かかわる。

5．本県，各地区の食物摂取状況の考察

各地区の食物摂取状況を考察すると

(1)全地区ともアンバランスである

とくにビタミンＡが不足となる食品のとり方であ

り国民栄養基準量のだ～%〔である。

(2)カルシウムの摂取量もかなり各地区とも低く70～

５５％しかとっていない。

(3)この傾向は，中，農劣，西部全般に著しい

(4)本地区（中住市優）は県調査（表４）でみる通り

イ緑黄色野菜がもっとも少なく，その他の野菜も

少ない。

豆類のとり方も少い。
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摂取量をうらずける数値がみられた。

二本地区は，全国平均の食物摂取のとり方より

は，動物性食品を多くとり，県東部優位地区より

催少なくとっている。

○問題点はビタミンＡ，ビタミンＣ，カルシウム源

食品の摂取鐘が低いということになる。

６．実態調査の記録をした生徒の反省の例

（１）１１Ｈ武政淳子

第１日目は野菜くだものが不足。朝昼の不足を晩で補

うことを考えたがむりだった。穀類と油類の他は足りな

いものばかり，これからは母ともよく相談して私たちの

表５

ロ反面に多いとり方のものは，菓子類，油脂類，年令にちょうどよい食聯をつくってもらうようにした

噌好品，飲料などであって，全国平均の摂取鐙い。この際と，今後にも役立てるように計りを買っても

24.0の菓子類に対してかなり多くとり他地区の優らった。おおいに利用して，家族の人にあった目やす量

位劣位他とくらべても多いのは問題である。をみてつり合う料理をつくっていきたい。私もどんどん

（油脂類の多いのはよい傾向であるが）母の手伝いをするようにしたい。時々食事記録をやつ

ノ、動物性食品の摂取量は表でみるとおり，て，母とも相談して，次の献立を立てることにする。

魚介類は他地区より多くとっている。牛乳と乳（２）１１Ｈ増田綾子

製品も多くとっている点など，大村中生徒もこの摂取量の目やすとくらべると少ない，とくにカルシウ

表６県地区別栄養摂取量の充足状況（％）と大村中生徒の食品群別摂取量（％）

（県調査より，昭和45年目標‘値をlOOとした割合）
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庵

ムビタミン源食品などが３日間を通して半分もとれてい

ない。

これからは食事のとり方をくふうして今日と明日でバ

ランスの調節をしていくようにしたい。

（３）１２Ｈ小野田和子

平均したとれ方ができず’２日目まで野菜不足，肉類

も不足したので３日目は気を使って計画した。栄菱のあ

る中身の多いチャーハンを作ったりした。今まで栄養の

ことなどあまり気にしなかったので，今度きるく表を見

て私たちの食べている量が少いことにびっくりした。こ

のことについて家の人がみんな栄養について関心をもつ

,たことはたいへんよかったと思います。

（４）１２Ｈ鷲野ひろ美

第１日目は魚，肉，卵，緑黄野菜は大体よくて他が不

足した。平均１人237円かかった。

第２日目魚肉が倍量多かつた。いもは不足，豆と淡

色野菜が○で，経費177円（こく類が多かった）

第３日目今日は’さとう，油脂，淡色野菜が少し不

足した他は大方多い目で’いままでの不足の食品群の補

いをした。経饗１９３円

まとめの反省

・毎日の献立表を１週間分まとめて立て実行すると栄

養のバランスがとれていいと思います。

・母は調味料を目分量で計るけれど計麓カップやスプ

ーンを使えばよい。

・野菜は長雨のあとでとても高くなかなか多く使えな

いようでした。平均した摂取にしたい。

．私は貧血症なので毎日レバー50ｇずつ食べていま

す。ほうれん草のあるときはいつも食べるようにしてい

ます。

（５）１３Ｈ小長谷照世

偏りなくとり，朝食を充分とって健康になりたい，そ

う目標をもったが’肉類，魚，卵は苑しかとれず野菜も

両方少なく，牛乳，小魚，海草も半分しかとれなくなか

なか必要鐘がとれなかった。家の人にも注意して栄養の

偏りを少くしていきたい。

（６）１４Ｈ戸塚ゆり子

３日間を通してマイナスが多かった。米飯を主にした

ものが多く野菜,くだものが少なすぎた。青少年の食事

ほとくに計量を正しく充分にとることにしたい。家庭で

もつとめて実行していこう。

（７）１４Ｈ曾根えみ子

全体的に必要量より少なく，とくにいも，まめ，やさ

い類が不足した。間食が多かったので半面食欲もなく充

分栄養のあるものがとれないことを反省し今後気をつけ

たい。

（８）１４Ｈ神谷顕枝

１つものが多かった。とくに淡色，緑黄色野菜くだも

のが少なく次いで肉・魚．卵．豆類が少なかった。

カルシウム源も不足した。もっと海草類を利用した

い。

・自分で計画して，バランスのあるものにするとよか

った。

（９）ｌ４Ｈ池谷典子

第１日目昼食の栄蕊不足を夕食に補おうとしたが，

まだ不足した。第２日目は大分１日の必要錘に整えられ

た。オムレツは手早くおいしい。栄養があった。

第３日目茶わんむしにいろいろ加えて栄養をとっ

た。全体として，豆類，淡色やさい，くだものが欠けた

が今後注意していきたい。

。それぞれよく考察し反省していてこの調査の目的

をほぼ果していたと思える。自分が計画したり献立

つくりをすれば，もっとよかったといっているがそ

れは反面に，家庭の調理計画食物設計が合理的でな

くもっと栄養の正しいあり方の上に経営されること

を望む気持の裏返しである。

７．望ましい体力作りの為，食生活改善への対策

（１）食生活の実態調査からみられた欠かんを改めるた

めに

イ家庭科の学習，保健学習，保健部活動などを通

して生徒全体に食物摂取の正しいあり方の認識を

高める。

ロ偏食をなおすことを，自分の健康作りのためと

自覚をさせいっそう努力させる。

ハ父母への働きかけ

生徒を通し，保健部便りを寄せて，注意しても

らう。

二父母会の機会にも食物経営の具体的な話をし

て，改善への認識と実行を奨める。

ホ計画生産（畑の中にメニューをかけ）のすすめ

をする。

．家庭科での献立学習に母も参加するような形をと

る。

（よい食事のパターンを子どもとともに学ぶ）

へ２年家庭科の「家族の食品群別摂取堂」表を家

庭の台所へ貼り参考にして，バランスのよい食事

作りをすすめる。

卜１日の％食の弁当に，望ましい栄養のバランス

Z，
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を考慮した給食が実施されることになれば，それ

を考慮して朝晩の献立を作るとよい。給食実施の

促進を生徒父母ともに望むように理解させる。

（２）サーキットトレーニングによる体力向上を支える

よりよい体格作りのために生徒たちが自分から進ん

で正しい食生活をするようにしむける。（家庭科，

保健学習を通して）

あとがき

まえがきでのべたように，学佼の体力作りの研究に当

り，その一環として，家庭科で，教科学習を通しての実

践として以上のようなまとめをしたのであったが，サー

キットトレーニングを通しての研究であるからというこ

とにより，食物調査とその結果の発表は，発表内容から

省略し，印刷は，未発表にとどめられた。しかし発表日

に数多い盗料，研究経過や，生徒の記録，参考図表を発

表会場，控室，家庭科の廊下，教室などに掲示されて，

参会の人たちの目を引いた。

学年別の父母会のときも，食生活の調査からみられた

問題点や，改善したい問題について，お話をする機会を

もった。献立の作りかたを栄養のバランスをとるために

やさしくその手順についてお話したとき，男子生徒の母

親は，「子供が学校で食物の学習をしないのは残念です

と，何とか時間がうまくとれないでしょうか｡」と話しか

けた人があり，常日ごろ男女ともにぜひ食物を学習させ

たいと望んでいることの話をして，いっそう，共学への

意欲を強めたのであった。

生徒が，献立をつくることに関心をもって，母親と話

す機会が増し，母親も忙がしさにまぎれて，不本意なが

ら，ゆき当りぱったりに食事ごしらえをしていたことに

反省し，「このごろは，少しは気をつけて作ります」と

いう母親や，「とても参考になりました」と挨拶してき

た母親もあった。そうかと思うと，よそで貰った食品の

使い方や，料理のしかたがわからないので教えてくださ

いなどと，生徒を通して尋ねてくる親もある。

“年度末の３月から，本校も学校給食を実施すること

になった。焼津市内の三中学校と一小学校（新設）が，

給食センター方式で，共同調理所で作られるものを，コ

ンテナカーで運擁されて，学校の給食受け入れ場までく

る。この給食指導の係が今年の私のしごとでもある。

この給食を，よりよく効果あるものにするための，学

校での指導と，家庭への働きかけが，今年度のわたくし

の研究課題である。

家庭科学習が，男女ともに同一内容でないこと，それ

を何とか共通にと思っても，現場で，キチッと組まれた

時間割，教師の問題等で簡単には改編できないのが現実

である。給食は男女同じものを，学級単位で，学級指導

の位置づけで食べる。このことを通して，正しい食物の

とり方，栄養の知識，そして体力作りとの関連が指導で

きると思っている。

（焼津市大村中学校）

滝沢武久・竹内常一・中内敏夫編

中学校教承侭経営の創造（1年~3年生〕全3巻各巻８８０円

教材研究に関する最近,0年の成果をことごとく収録し，具体的に解説。

一．執筆….…__…_－

１１年生縞者…竹内柑一遮藤坐/”伸夫/中勘源房:/野沢茂/正付貞治/渡辺供暗/斎藤徹三/白石勲司/児山正明/稲蕊宏雄署

１２年生縞者…竹内州一松野安男/鋼膝猛/本多公栄/松井紳夫/鈴木補竜/佐織木述夫/半沢他/山田散/関正秋/菊地良輔署

’３年生総巻…竹内補‐小沢正/太､昭腫/丸木政臣/田中誘騒/火霞蕊鵡/林野滋樹/大酒忠治/礎国忠宏/師尺瀧/福地難遣鵜ｉ

国土社
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はじめて共学授業を実践して

Ⅱ■■■■凸らーーーU●■ーーーU■●1

はじめに

技術・家庭科の教師として大島に足を踏み入れ，ｉまや

５年目，ふりかえってみると最初の２年間あまりは毎日

の授業においまくられ，無我夢中で過してしまい現在に

至っています。

そんなわけで技術・家庭科という教科に対する考え方

なども学生時代のわけのわからない講義の中や，先輩・

後輩のグループでの話し合いの中で生まれてきた，おぼ

ろげなものしかもっておりませんでした。大島の技術・

家庭科教師の集まりである技術・家庭科部会などでの話

し合い，又，現任校の教師集団での話し合いの中から生

まれてきた,技術･家庭科の男女共通学習を実現してい

こうとする中で，微弱ながら私の実践してきた男女共通

学習に対する考え方，方法，反省などについて述べてみ

ることにします。

男女共通学習へのとりくみ

今ふりかえってみると幸いに，私には多くのとりくむ

きっかけがあったと感じています。まず昭和40年秋，杉

並区立西宮中学へ教育実習に行った際，現在太田区立六

郷中学の村田昭治先生の男女共通学習の実践を見て，は

じめて共通学習を知り，それが私の現在の実践の芽とな

っているようです。大島に来てからも第１中学の中嶋啓

子先生の食物学習，木材加工学習などによる実践例；ま

た昭和42年の研究会に武蔵野市立第２中学校の植村千枝

先生を講師としてお願いし，都内・全国に広がりつつあ

る男女共通学習の実践例などを学び，今日の基本的な教

科に対する考え方が作られてきたように思われます。

現在の日本国憲法の鞘神に従った教育基本法の中で，

はっきりと男女共学が認められているにもかかわらず，

技術・家庭科だけが男子向き（技術教育),女子向き（家

庭教育）というように質の異なった，はっきりいえば差

別教育を行なっているという訳のわからない形態をとつ

石 塚藤也

ているのはなぜなのでしょうか。旧学習指導要領におい

ては職業・家庭科として，男女共学が行なわれていたに

もかかわらず，昭和33年技術・家庭科となった現在の文

部省指導要領に示されているような「男女の生活形態が

異なる点を考慮して，男子向き，女子向きに分ける｡」

などという表面的な教科の内容や目標の根拠が分らない

のです。将来男子は職業生活に，女子は家庭生活にそれ

ぞれ従事するためのものなのだろうか。この点について

私たち技術，家庭科の教師で話し合い，少なくとも一般

普通教育の一教科として技術・家庭科をとらえる以上，

何とかして男女共通学習形態の実践をしていかなければ

ならないと考え，まず始めにできるところから順にやっ

てみようということで，次のような計画をたてて昭和４３

年度の３年生の１時間だけ男女共学でやってみました。

〔電気〕

。簡単な電気回路オームの法則を応用して回路に流

れる電流・電源・負荷についての

学習。

。回路計の使い方電気回路の電圧，電流を実際に測

定して目で理解させる学習

・屋内配線のしくみ発電所から家庭で電気が使われ
るまでのしくみの学習

・アイロンのはたらき電流を熱に利用しているもの

のはたらきの学習

・けい光燈のはたらき電流を光に利用しているもの

のはたらきの学習

・電動機のはたらき電流を動力に利用しているもの

のはたらきの学習

１年間通してみて感じたことは男子の教科書を中心に

進めてしまい，女子の生徒の理解が不充分であっただろ

うという点，また教材，教具の不備な点から全体的に無

理があったのではという点，またその意味からも授業が

理論的なものになってしまい，実習形式の授業が少なか
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った点などがあげられます。その結果やさしく教えたつ

もりがテストなどに感想など書かせると，男女共通で授

業するとむずかしいなどという指摘をうけました。４４年

度は私が新１年生の担任ということもあって，思い切っ

て１年生３時間全部と２年生１時間，３年生１時間を男

女共通でやってみることにしました。

１年生(1)栽培・食物（家庭科教師）

｜}Ｉ製図木材加工（技術科教師〕
２年生(1)機械・食物（家庭科教師）

３年生(1)電気（技術科教師）

準術期間が少なくカリキュラムの編成（何をどう教え

るか）が不充分だったので多少途中での変更もありまし

たが，何とか１年間続けました。特に１年生の段階で男

女共通学習をしてまず，今までやってきた技術家庭科の

特殊な授業形式の説明なしにスーツと授業にはいれるこ

と，またそうしても生徒は小学佼の時からの習'慣で，何

の抵抗もないことを感じました。３年生くらいになって

はじめて男女共学ですることになると，生徒の中から

「なぜ，いっしょにやるんだよ｡」とか「女といっしょ

なんていやだ｡」とか言った疑問が出てきて，説明して

納得させてから授業を始めるような状態になります。ま

た一般に女子は文科系教科には優れているが，理数系教

科には劣っていると言われますが，これは一般に女子を

世間がそう見ていて知らず知らずのうちに女子は:機械に

弱いとか，電気に弱いというように決めつけてしまって

いるように感じました。力仕事には劣るかも知れないと

思うが，決して理解度は劣っていないということがはっ

きり出てきました。また男子が調理実習に対する態度も

見のがせないものがあります。大島の子どもたちは両親

とも働いていることもありますが，男子でも女子でも非

常に良く家事の手伝いをします。そんな面からも出て

いるのかも知れませんが，男子が非常に調理に対して興

味をもっているということが言えます。またこの１年間

を通してホーム・ルーム，道徳，短学活あるいはクラブ

活励などでは得られない女子生徒との接触なども授業を

していく中で出てきたりして，教師と生徒との結びつき

という面からも非常に収獲の多い１年間だったと感じて

います。今年度も去年に引き続き１年生３時間（２時間

を家庭科教師，１時間を技術科教師）２年生１時間（技

術科教師)，３年生１時間（技術科教師）を男女共学で

実施し始めております。前年度の反省をもとに更に一歩

でも前進していくよう心がけております。
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男女共学を通しての問題点

２年間余りの実践を通して感じた問題点ならびに反省

を述べてみることにしましょう。

１．教科譜の問題

男子には男子向き，女子には女子向きの教科書が

配布されているので教科書は参考書的な存在になっ

てしまい，プリント中心の授業になってしまう。そ

ういう意味で教師の負担が激増する。

２．カリキュラム編成の問題

何をどの程度教えたらよいか，またどのような

内容を教えたらよいかが教師の判断で変わってき

てしまい，(1)にもあげた点なども考え合わせて，

自主的なカリキュラムを作る必要がある。実践例

が少ないためにまだまだ作成にむずかしい点が残

る。

３．教材・教具の問題

へき地の小規模校であるので教材・教具が不術

のため（充実率40％）男女共学によってますます

教材・教具等に不足を感じる。また町の予算も少

なく消耗するほうが激しい現状である。

その他まだ問題点はたくさんあるでしょうけれども，

私たち教師は子どもの将来のことを充分考えて現在の時

点で教育しているのですから，たとえ私が実践したこの

方法に多少の問題点があるにせよ，子どもたちにとって

今何が重要なのか，また私たちが何をしてやらなければ

ならないのかという事を考え，今後とも男女共通学習を

続けていこうと思っています。

おわりに

私がこのような方法を実践できたのは３中の職員の暖

かい理解と援助があったからだと思います。特に家庭科

の日原仁美先生には多大な援助を受け，また無理な計面

を押しつけてしまったような気がします。また新指導要

領を見ますと，ますます男女共学ができにくいように意

地悪く学年を男女変えたり，分割しております。私たち

男女共学を押し進めるものは当然のことながら，文部省

学習指導要領にとらわれることなく，一日も早く自主的

なカリキュラムの編成をする必要があるように感じま

す。最後に一人でも多くの先生の共学の実践を知り，今

後の指導の役に立てたいと思います。

（東京・大島町立第３中学校）



男女共学を進める上での

「設問式授業形態」

Ｌ』

１．はじめに

昭和34年度頃に「職業家庭」より「技術．家庭」に移

行され，男子向き，女子向きの教科書にもとづき，男子

と女子が別れるようになって以来，我校では部分的では

あるが男女共学を行なって来た。はじめは男女各々の教

科書で内容が共通のものをとりあげてみたが，これは男

女共学を形式的に行ったのみで学習効果が上らなかっ

た。男女共通する内容があっても，教科課のとりあげ方

の違いが目につき，逆に差別感を子供達に持たせる結果

になりかねなかった。そこで，教科神がわりのプリント

を教師が作ってそれにもとづいて指導したこともあっ

た。しかし，それでもやはり日本の長い歴史の流れのな

かで，今なお意図的にしくまれつつある男女差別，人間

差別の中の社会習彼は，男子には家庭科的内券を，女子

には技術科的内容を，子供達が興味を持って学習させる

のには困雄であった。

このようなことから「技術・家庭」では「何をどのよ

うに教えねばならないのか」ということを再度検討する

必要が出て来た。それには男女共学の授業が形式化して

ゆく事を改善する意味で基本的知識を最少限度にとど

め，子供達の生活と結びついた素材を中心におき，社会

の矛盾に気づかせながら問題意識を持たせることから進

めていく必要があった。そのために設問式形態の授業と

りくみを行なってみた。

2．設問の内容例

（１）食の設問例

①三大栄誕素の伽き及び主に含む食品。

②ビタミン（Ａ，Ｂ,，Ｂ２，Ｃ，Ｄ）の働き及び，

主に含む食品。

③無機質(Ca，Ｐ，Ｆｅ，Ｉ，ＮａCl）の働き及び，

食品。

④人間に必要な栄韮所要麓と，献立の作り方及び

涼 藤 和子

献立例。

⑤加工食品の分類とその各倉の特長

⑥食品添加物の中の着色料･と甘味料の種類及び，

利用されている食品と使用方法について。

⑦食品添加物の中の漂白剤と防腐剤の種類及び利

用されている食品と使用方法について

⑧自然食品と加工食品の比較，私達の食生活にど

のように利用されているか。

(2)衣の設問例

①衣服の目的及び働き，衣服の材料としての条

件。

②現在使用されている衣服材料の分類。

③天然せんいと化学せんいの名前と，その１つ１

つの特長。

④衣服を洗色する意味及び染色方法。

⑤染色時に使われる染料及び助剤。

⑥洗剤の汚れをおとす理由。

⑦現在使用されている洗剤の種類及びその特長。

⑧現在問題になっている洗剤の有害性。

(3)，住の設問例

①すまいとはどんなものか，自分の家の住みよい

点や，住みにくい点をあげ，･住みよくするために

はどうしたらよいか。

②家をたてると仮定して土地を得るときの立地条

，件。

③家を建てるとして間取図の書き方と間取図の

例。

④現在問題になっている住宅難についての理由，

及びその解決策。

⑤．住宅公害の種類と公害対策案。

⑥住居費又は住宅費の種類をあげ，学級の住居費

の平均と世間一般のものとの比較。
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泳

肝臓がやられているためである。これがひどくなると，

貧血症になり目まいがする。又小掻菜を２分間合成洗剤

で洗うと，その後４分間水洗いしてもこのＡＢＳは半分

しか落ちない。体重１ｋｇの受胎期の母ネズミに，０．１９

の洗剤をたった１回与えただけで，胎児の10匹中１匹は

脱脳仔が生れた，等の調査報告を資料をみて発表した。

５．まとめ

当初の形式的な授業よりぬけだし，設問へのとりくみ

が進んでいく中で，子供達の現実の生活につながりを持

たせながら学習意欲を起させることが出来た。それは子

,供達の設問に対するとりくむ姿勢が変って来たことに認

められた。はじめは設問のやさしいもの〆例えば，教科

書や参考書にそのまま出ているような設問を選択しがち

であったが，次第に４の発表例でもあげられたような，

自分達のまわりで問題になっているようなものを課題と

してとりくむ傾向が多くなって来た。

又，設問にとりくむ男女の協力状態が次第に良くなっ

て来た。男女の協力のない班の発表は，お互につっつき

あうのみで男女の相互援助が全くといってよいほど認め

られなかった。従って学習意欲も阻害され，満足な発表

が出来なかった。これは男女共学の必要性を子供達自身

が認識する結果になったのではなかろうか。又学級の状

態により，特に班活動や学級経営の違いが，強く影響さ

れ設問のとりくみ状態，既ち授業への学習意欲が左右さ

れた。

はじめにあげたように形式化した授業を打開し，何ら

かの形で子･供達みんなが授業に参加することが出率たよ

うだし，学習内容が，子供達の生活と深く結びつけばそ

れだけ問題意識を持たせることが出来ることがわかっ

た。今後の問題として残ることは，設問式の授業では，

設問の適，不適が，子供達の学習意欲に影響する点が大

きかった。又資料不足や時間不足も大きな障害であっ

､た。又，ここにあげたものは１年生の一部分であるが，

２年，３年への継続的発展を今後大いに検討しなければ

ならない。この設問式授業が「技術・家庭」で男女共学

で何をどのように教えるかということについての最上の

ものだとは決して考えていない。１つの実践例として諸

氏の御批判を頂ければ幸だと思う。

（東京・足立区立第１中学校）

4．生徒のとりくみ例

設問は，(2)の⑧で，「洗剤の有害性について」

この設問は，夏休み前に出したので，休み中の時間が

大変良い結果として表われた。教師側のヒントとして

は，夏休み中家で洗剤についての話題になったことや，

テレビ，新聞等を注意させ，それらをまとめるように指

示した。

昭和44年８月21ｎ付けの新聞に，都の衛生研究所臨床

試験部長，柳沢文正氏の記堺が小さく出ていたのをきっ

かけに，子供達は都術生研究所を訪ねた。その結果沢山

の資料を得，それをもとにまとめた。資料を教室に掲示

したり，実際に実験したものを発表したり，大変活発な

授業であった。

水540ccの中に中性洗剤（ライポン）lOccを入れその

中に金魚を入れて状態を観察した結果，８分後に血液が

金魚のあごあたりから出血，’5分後位に急にあばれ出

し，１７分後動きがとまったかに見えたが，２２分後に又あ

ばれ出し，２３分後に静止状態に入り水面上に浮かび，完

全に死亡した。この実験報告は，別のクラスでも，どじ

ょうを使って発表したものと時間の差は多少あったが，

ほとんど同じものであった。

他の発表内容として，人間に与える害は,肝臓障害や，

がんになりやすい，特に女‘性の顔に黒っぽいしみが出来

ているのは洗たく好きな人に多く，合成洗剤に含まれて

いるＡＢＳ（アルキルベンゼンスルホンサンソーダ)で，

＊

3．指導上の留意点

学級の班を利用し，班単価位で設問にとりくませた。し

たがって，班の自主性を尊重し設問の選択を自由にさせ

た。出来るだけ班内の話し合いを中心にまとめるように

指示し，設問に対して班全員が理解させるようにした。

発表は板書，紙に大きくかき掲示，プリントの配布等色

々な方法を用いさせ，出来るだけ学級全員にわからせる

ように考えさせた。又発表後は質問を多くとり，発表内

容がみんなのものになり，みんなが興味を持って授業に

参加出来るようにした。

班単･位の話し合いその他まとめに使うのは授業中３時

～４時間，発表には１班１間につき質問意見をまぜて１

時間，まとめに１時間あてた。

津 誰 ＊
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男 女共学の授業の実践

１指導計画

昨年度はじめて男女共学の授業を行なった時の実践記

録を書きます。年間35時間として指導計画を作りまし

た。

＜１学期＞

・小住宅の設計住みよい家の条件

・間取りの設計具･体的に敷地面積と家族構成を示し，

設計させる。

。小住宅の模型製作１センチ方眼紙に間取図をかき，

厚紙で模型を作り，色をぬらせ

る。

。屋内配線模型のような家で電力を利用するにはどの

ような配線をしたらよいか。実際にはどん

なしくみで配線がなされているか老えさせ

電気の学習にはいる。

。電気の回路乾電池と豆電球を接続して観察，電源と

負荷，回路などについて学ぶ。

。電気の種類どんなものがあるか，直流と交流を知ら

せ，どんな特徴があるか考えさせる。

。直流と交流オシロスコープを使って波形の観察を行

なう。乾電池，自転車の発電機など。

。電圧，サイクル，周波数，周期を説明する。

。測定電気は目に見えないが，オシロのほかに電気を

目で測る方法はないか考えさせる。

。回路計電気を測るものとして回路計のあることを知

らせる。電流，電圧，抵抗

・導通テストと抵抗測定鉛筆の心，抵抗器，電球，人

間のからだなどの抵抗を測定させる。

＜２学期＞

・電圧測定交流および直流（電池）の電圧を測定させ

る。

。電流測定回路の作り方，電池に豆球をつけ，その時

流れる電流を測定させる。

熊 谷穣重

｡電気の歴史ガルバーニ，ボルタ，などが電流を発見

したあゆみ，オーム，アンペアなどによ

る法則の発見などの歴史を知る。

｡電熱品具発熱体としてのニクロム線の性質と発熱の

原理について調べる。

｡はんだごて台の製作製作して回路の働きを学ぷ。測

定を重視する。

｡蟹光灯の歴史わが国の電灯の歴史，蛍光灯の普及し

た理由などを学ぶ。

｡蟹光灯回路電子の働き，しくみと回路を知り，構造

を理解する。

＜３学期＞

･手打うどんの作り方炭水化物を主成分とした小麦粉

の加工法を実習を通して知らせる。

。マヨネーズの作り方たんぱく質を主としたもの，マ

ヨネーズ，カステラの実習をする。

。食物学習の整理加工法を知り，食品添加物（チク蔭

防腐剤，人工蔚色料）を知る。

。布の組織と種類身のまわりの布の種類と特徴につい

て知る。

。布の製作木のわくを作り，平織，あや識の実習を

し，布の歴史を知る。

。水泳帽子の製作布加工として帽子の製作を行なう。

。モーターの原理モーターはなぜ回わるのか原理を知

る。

。洗溌機の構造実際使われている場所はどこか，機構

を知る。

２１学期の実践を終って

４月に作った指導計画をもとにして１学期間実践をし

た。最初の意気込みにくらべてできあがった指導計画は

従来の指導計画と大差なく，教科書通りのものになった

ようだ。しかしいくら立派な指導計画でも計画だけでは

２７
















































































